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三重地区交流センター

センター長 髙橋 信雄

１０月になってやっと秋らしくなりました。各地でツキノワグマの被害が相次いで発生し

ています。県内のほとんどの場所でクマの姿が確認されており、「いつでも、どこでも、誰

でもクマに遭遇する恐れがある」とされています。クマも食べ物がなかったり、寝る場所が

なかったりすれば、人間社会の食べ物をこわごわ取りに来ているのでしょうか。皆さん十分

に注意しましょう。

さて、去る１０月５日に、三重地区交流センタ－で第2回交流センタ－まつりを開催しま

した。ステ—ジ発表やフリーマーケットで参加いただいた多くの方々、そしてボランティア

で駆けつけていただいた地域の皆さん、御協力いただき本当にありがとうございました。

おかげ様で昨年以上に盛り上がり、県外を含む大勢の来場者で賑わいました。来年はさらに

グレードアップを目指し、地域の賑わいの輪を広げて行きたいと思います。

ところで、先般行われた自民党の総裁選挙、かつて「自民党をぶっ壊すと」言って総裁に

なった議員がいたり、今度は「自民党を立て直す」と言ったり、日本の政治はどっちにかじ

を取ろうとしているのでしょうか？ 何はともあれ、平和で国民が安心して暮らせる政治をし

てほしいものです。

１０月（神無月）に成りました
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●期間 令和７年１２月２５日（木）まで

●会場 三重地区交流センター 交流室３

●内容 「永遠の書庫」に眠っていた学校

生活の思い出の写真や文集など

◆問合せ ☎２３-６７７７

十文字第二小学校の



●天候に恵まれ、４５０名ほどの来場者で賑わいました。

三重保育所園児のおゆうぎを始め、地域内外の団体によ

るステージ発表も素晴らしかったですし、子ども向けの

お楽しみコーナーのほか、具だくさんの豚汁と収穫した

さつま芋で作ったさつまスティック（ポテトフライ）や

各種ドリンクをふるまった「チェリリンかふぇ」も大好

評でした。

●10/26（日）開催のハロウィンランタン作り講座に使用するかぼちゃを７月に植えましたが、

収穫の時期を迎え、応募された方と事業担当の文化教養部とで収穫体験をしました。一緒に植

えたさつま芋も大豊作でした。本番のランタン作りが今から楽しみですね！

★第２回センターまつりを開催しました！ 令和7年10月5日（日）

★ ランタン用かぼちゃを収穫しました！ 令和7年9月28日（日）
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